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きりさせることには困難が伴うが，大英図書館の判断にもとづけば，書写本と同様に 1830 年代～ 50
年代の成立と考えられている。
次に重要な「英粤対音資料」は『華英通語』である。東北大学狩野文庫には咸豊乙卯年（1855）刊，










最後に『英語集全』（全 6 巻）について述べておきたい。『英語集全』は清末，特に 19 世紀後半の
廣東で「洋務運動」に参画すると同時に，代表的な「買弁」として知られている唐廷樞（1832-1892）
が咸豊任戌年（1862）年に広州で「緯經堂板」として出版した英語教科書である。研究書としては


















⑤ Geoff P.Smith & Stephen Matthews（2005）“Chinese Pidgin English: Texts and Contexts”『十九世紀廣東






できる。http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/db-machine/toho/html/A021menu.html 『英語集全』発行は 1862 年
の 1 回だけであったと思われる。だがロンドン大学 SOAS 図書館所蔵本と京都大学人文科学研究所蔵本の間


















































② Geoff P.Smith & Stephen Matthews（2005）上掲書。
2．『紅毛通用雜話』
阿片戦争前後の広東の言語情況について，西洋人宣教師が記述した重要な文献の一つに “Chinese 
Chrestomathy in the Canton Dialect” ①を挙げることが出来る。S.W.Williams（1812-1884）が Elijah 
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17 ～ 18 世紀の公行時代の記録については，例えば Paul A.Van Dyke（2011）の研究④が記載する
VOC（Dutch East India Company）と「十三行」間の取引文書には「 囒國（Holland）」「嗹公班牙（Lian 




名，会社名は例外的である。また Paul A.Van Dyke（2011）の研究には 1752，1762 ～ 76 年間に
十三行の一「Tan Suqua」に出入りした SOIC（Swedish East India Company）の Supercargoes（上
級乗組員）記録が報告されている⑤。K.BOLTON（2003）が報告する「璧經堂本」『紅毛通用雜話』
収録のスウェーデン語彙の淵源を考察するには，別の課題として，18 世紀中葉に活動した SOIC
（Swedish East India Company）の従事者の活動まで視野に入れて資料を調査することが，研究の深
化には，おそらく，有効であろう。
【註】
① “Chinese Chrestomathy in the Canton Dialect”　https://archive.org/details/chinesechrestoma00brid_1
② K.BOLTON（2003）“Chinese Englishes, A Sociolinguistic History,” Cambridge University Press. The 
archaeology of ‘Chinese Englishes’ 1637-1949, pp.152-172.
③ 19世紀後半，廣東の沿岸一帯の各層で英語学習が行われていたこと，またその内容については高田時雄（2009）
「清末の英語学」『東方学』第 147 輯，pp.1-19. に詳述されている。
④ Paul A.Van Dyke（2011）“Marchants of Canton and Macao” published jointly by Hong Kong University 
Press and Kyoto University Press.
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“The body of the heavens is apparently spherical like a globe &c, Its breadth is immearurable.  天體
渾圓若球其廣莫則測也 .”（頁五右）
また次に掲載する語彙「surface of the earth：地乃園」については；




頁数 漢語 英語語彙 音訳語 漢語注釈
29 左 告白 Declaration 尼 忌 臣 告白即告示
〃 賄 Bribe 礼𠿚 即食同也
37 右 袍 Robe 合笠 此句則當貫連耳說之





52 左 大絨 Breadcloth  合𠷈 罗士 士字以二齒合舌尖然後說之②
55 左 磁石 Loadstone 𠷈士 頓 即漢人所稱攝石也
56 右 豆 Nutmeg 嫐 覓 又名曰白玉菜豆是也
56 左 舊公 Patna 嗱 即臼公烟是也





59 右 口鐵 Tin plate 顛 啤結 馬照繩結之結而說之是也
59 左 金 Metal 乜嗲 此乃五金之縂名也
64 左 酒 Spirits 時卑 合列 時 此句乃酒之總名也
〃 罷蘭地 Brandy  合蘭 尼 即漢人名為雙蒸是也
66 左 梟 Owl 坷 即貌頭鷹
89 左 桔槹 Wellsweep 喴 時 威合𠿚 用以汲水
100 右 琵琶菓 Loquat 罗 橘 即蘆橘是也
110 左 竹筏 Raft  拉合父 地 即今之竹排也
116 左 墨升 Ink-cup 鷹急 諸乃印書之用
〃 車，釗動 Level，lathe 花， 士 用以車圓之器
117 右 糊盤 Paste-bowl 啤時摩 諸乃印書之
127 右 出口 Export 嗌時 砵 出口者乃出口之貨物也
〃 入口 Import 嚈  砵 入口者乃入口之貨物也
〃 壟斷 Forestalling 科 時哆玲 壟斷者使用之謂也
〃 水腳 Freight 父 合 照繩結之結是也
127 左 牌號 License 叻 先 時 即請騐方行之紙曰牌
128 左 限銀 Demurrage 尼 孖 合  治 即過限另加之銀也
〃 賠還 Drawback 尼 合罗（　）④忌 即貨未鬻携回故曰賠還稅
129 左 水人 Seaman 施 巒 即水手是也
133 右 倒行 Failure 啡  揸 即敗盤
137 右 失敬 I beg your pardon 挨 覓夭丫 巴唺　　　　「諺曰唔該是也」
【註】
① 矢放昭文（2015）上掲論文。
②③　はそれぞれ Breadcloth，Thread の /-th/[θ] 音を「士字以二齒合舌尖」と注記しており，少なくとも調音方
法を記述することで粤語音に存在しない語音であることを示している。
④ 「福澤本」（76 左）が「尼 合罗 忌」と音訳するのに対して，「哈佛本」（128 左）は「特罗白忌」と音訳し
ており，「狩野本」が Back の /b/ に相当する音訳字を欠いていることは明らかである。おそらく板下の段階
で脱落しており印字されなかったものと思われる。「福澤本」も同様の処置をしている。ということは「福


















119 右 我 I 又曰 me 挨        味
〃 你 You 又曰 thou 夭        兜
〃 他 He 又曰 him 希        謙
〃 佢 She 又曰 her 施        虾 以女人而說之
125 左 你嘅 Thine or thy 烟  或曰  坭










成立が約 160 年前である「狩野本」が下記に示す「喺嗰處」「喺边處」「喺船處」等の「喺 hai2」の
用例は，それぞれ直接には “there” “In whose employ” “Where” “in the ships” などの「場所」に対応
しており「（某場所）～に存在する」「（某場所）～に（ある）」という意味を示している。
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154 左 你重喺個處住嗎 Do you live there still ? 奴 夭 父 尼  時啲
156 右 你喺边處打工呢 In whose employ are you ? 咽 𡀱時 嚈 來丫夭
156 左 甚少喺船處做工 I work in the ships very seldom. 挨   烟 呢 陟時 威  些𡀝
165 左 我喺边處吮得着佢呢 Where shall I find him ? 喴丫 沙  挨 輝烟 謙
王力（1937）②によれば，漢語史における繋詞としての「係」字使用例の最初は 1176 年刊の『近思
録』に見られる。王力（1937）はさらに「現代粵語（一部分）與客家話都用 “ 係 ” 字來代替 “ 是 ” 字：











150 右 你在边處得銭做 Where do you get for doing this. 喴 奴 夭  科 奴鷹 呢時
〃 佢曾放之在此 He has put it in. 希 虾時 不 𠰸 𤇆
153 右 三隻墪泊在此 Three store-ships have anchored 
here．
士 合 時多陟時 虾父 鶯𤔄列
唏
155 右 今日你在店等吓 You must stay at inn to-day． 夭 孖時 時爹 壓 𤇆 都尼
155 左 你在此已行何事 What have you been doing here ? 挖 虾父 夭 免 奴鷹 唏






② 王力（1937）「中國文法中的繫詞」『清華學報』12 卷 1 期。小稿は『龍蟲並雕齋文集』第一册，中華書局，
1980 年刊，pp.252-314. に拠る。
③ 王力（1937）上掲書 pp.293-294.
④ 矢放昭文（2016）「英粵對音的聲調變讀與英語重音」『中國文化研究』第 32 号 , pp.111-126.











/s6/」である。例えば「一年」は，英語では「溫夜亞 /wan1 ye6 a6/」，「三年」は「地厘夜亞士 /
dei3 lei4 ye6 a3 s6/，「一日」は「溫低 / wan1dai1/」，「兩日（二日）」は「都低士 /do1dai1 s6/」，「一
員銀（一銀貨）」は「溫打剌 / wan1 da2 laat6/」，「十員（十銀貨）」は「𡅥打剌士 /din1 da2 laat6 
s6/」が正しい言い方である。「廣東番話」にはこの區別がない。）①


























の証人として登場する外，「加 Curry 加 合 ，頁 124 左（即ちカレー）」「䏸 Tart、頁 113 右（タ
ルト）」「多時 Toast 多時特，頁 113 右（トースト）」「布顛 Pudding，頁 113 右，（プディン）」，「些













/ zhik6 gau6 gung1 yin1 si3 ya5/
「 䬴」
 　ビハール州都 “Patna” は 1764 年にイギリス東印度会社が領有した。19 世紀初頭に至り Patna 西郊外の
Gulzaribagh Opium Factory で製造された阿片が阿片戦争（1839-41）の直接原因になった，と伝えられてい





最後に，『狩野本・華英通語』が英語音の /r/，/l/ を音訳する際に「 ， ， ， ， ， ，
， ， ， ， ， 」などを多用するだけでなく，「 合 」「 合罗」「 合𠷈」など「二合音」
















Manuscripts of Anglo-Cantonese transcriptions 
and a few sign of Europeanized grammar found 
in written Cantonese sentences
Akifumi YAHANASHI
Abstract
In this paper, the author has examined a few signs of pre-Europeanized grammatical features 
contained in manuscripts of Anglo-Cantonese transcriptions. These manuscripts were published 
around the mid-19th century, in the city of Canton. The author found an example of so-called 
“grammaticalization”, such as from the copula“ 係 hai6”to verb or preposition “ 喺 hai2” with the tone 
change shown in these manuscripts. It is possible for us to recognize this phenomenon is a sign of 
pre-Europeanized grammatical features.
After the Opium Wars（1840-41）, through the remarkable development of Anglo-China trade, 
many words stem from English had been introduced to Cantonese colloquial speeches, fine ideas to 
realize the notations of English accents and pronunciation were also introduced by using Chinese 
characters originally limited to the descriptions of the sounds of Western languages. These careful 
transcriptions can be recognized in the ‘Kanou Version’ of the “Hua Ying Tong Yu”（1855）.
The author suggests that these transcripts were created through the need for oral trade 
negotiations. The significance and necessity of aural negotiations fostered the creation of word lists 
and conversational phrase books, at the same time, the development of a written style for colloquial 
Cantonese. It is possible that these developments in written Cantonese can be recognized as 
influencing the Europeanized grammar for written Chinese that started from the second decade of the 
20th century.
Keywords : Anglo-Cantonese transcriptions, Europeanized grammar, tone change, Written Cantonese, 
pre-Europeanized phenomenon
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